




論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨  
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必要になる。料金の平均、メディアン、α 分位点、α 分位点以下平均（以下で、α QAP と表







第 3 章は、時系列標本を用いる時の母集団選択問題に解決法を与えたもので、第 1、2 章と
は独立した内容である。時系列標本を扱うことが多い経済学において応用可能性を持っている。 
k 個の正規母集団 kΠΠ ,,1  があり、母平均はそれぞれ kµµµ ,,, 21  で、同一の分散
2σ を
持つものとする。各母集団からの無作為標本の標本平均を ,,,, 21 kXXX  それらを大きさの
順に並べたものを ][]2[]1[ kXXX ≤≤≤  と表し、標本分散を
2
ns と表すとする。Gupta(1965)
は、以下の選択ルール R を提案した。 
ルール R ：
n
sDXX nnki −≥ ][  のとき母集団 iΠ を選択する 
定数 nD は、最大の母平均を持つ母集団を選択する確率（以降 Probability of Correct Selection, 
PCS と呼ぶ）があらかじめ定めた値 *P と一致するように定める。選択される母集団の個数は
ランダムである。独立性の仮定（無作為標本）から、 nD の値を求めることが可能である(Gupta 




ルール )( nDR ： n
DXX nnki
σ̂




2ˆnσ は 1Xn の分散
2
nσ のサブサンプリング推定量である。定数 nD は PCS があらかじめ
定めた値 *P となるように決める。しかし、 nD は ARMA 過程のパラメータに依存するため、
実際には ARMA パラメータ β の推定量 nβ̂ を代入した値 )ˆ(ˆ nnn DD β= を用いた選択ルール 
ルール )ˆ( nDR ： n
DXX nnki
σ̂ˆ
][ −≥  のとき母集団 iΠ を選択する 
を用いる。関数 )(βnD を陽表的に表すことが困難であるが、パラメータ nβ̂ を持つ定常正規
ARMA 過程を多数回人工的に発生させることによって )ˆ( nnD β を求められることが示され、こ
の手法を定常正規 ARMA リサンプリング法と呼んでいる。データを発生する確率過程が定常
正規 AR 過程であるときに nD̂ が nD の一致推定量であることを証明しており、提案している方
法の妥当性を示した。また、モンテカルロ実験によって、ルール )ˆ( nDR の性質として、PCS、
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